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なみ き てつがく

　「並木哲学タイム」は、答えのない「問い」を語り
ふ だん

合うことで、普段考えないような、教科では教わらな

いことについて友達や先生と語り合えることが大きな
みりょく

魅力の一つです。

　年に２回、３学年ミックスでも行います。「人は変われるのか？」「強

い人ってどんな人？」など、�種類以上のテーマから自分で選んだテー
ふ だん

マの教室に行き、自由に語り合います。普段関わりのない人ともテーマ
か ち かん おもしろ どく

でつながり、新しい価値観に出合い考えが深まる面白さがあります。独
とく

特なルールも対話がしやすい理由です。例えば「他の人の意見を決して
ひ てい

否定しない」という点では、自分の意見を思った通りに話せる安心感が
ふ おどろ

あります。発言が増え、思わず驚いてしまうような友達の新たな一面を
ます だ ま ひろ

のぞくことができます。次回も楽しみです。 （９年　増田真宙）

体育祭で「団魂」を披露

ひゃっかりょうらん さ ほこ ぼく きずな

　「百花繚乱～咲き誇れ、僕らの絆～」　昨年９月�

日、さわやかな晴天のもと、第�回体育祭が開かれま
おど ふ

した。体育祭の種目に、生徒自身で踊る曲や振り付け
ひ ろう だんたま

を考えて披露し合う「団魂」があります。
だんたま おうえん

　団魂は各チームの応援リーダーを中心に練習を進めていきます。練習

はなかなかまとまらなかったり、うまく進まなかったり、大変なことが
ぼく かいけつ

たくさんありました。僕はそれらを自分で解決しなければならないと思
ころ だんたま

い、練習スタートの頃は団魂を楽しめませんでした。
たが い しき

　しかし、仲間を信じてお互いに助け合うことを意識すると、練習もう
だんたま

まく進み、なにより、楽しむことができました。団魂を通して、協力す

ることや仲間の大切さを学ぶことができ、勝ち負け関係なく、自分が楽
はぎわらかい と

しむことの方が大切だと実感しました。（��年度卒業生　萩原海斗）

◆校　長　額賀　敏行

◆生徒数　３４４人

◆創　立　１９７９年

◆住　所　つくば市並木３－８
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西澤琴音 柴田紗希

なみ き そうりつ

　並木中は創立�年、とち
しょうちょう こうしゃ つく

の木を象徴とした校舎の造
どくとく まい ご

りが独特の学校です。迷子
こうぞう

になってしまうほど構造が
ふくざつ

複雑で、中心にはコモンス

ペースという開放的な屋根
い がくねん すい

付きの野外スペースがあります。ここで異学年交流や吹
そうがく えんそう こうしゃ す

奏楽部による演奏が行われます。そんな校舎で過ごす生
そうぞう い しき

徒はみな、校訓「自主・創造・協和」を意識して生活し

も はん し しん なみ き

ています。このような模範とすべき行動の指針を「並木

クオリティ」と呼んでいます。
なみ き

　並木クオリティから生まれたイベントの一つが、自主
ひ ろう つうしょう

的に参加を決め自分の特技を披露する通称「Ｔ１グラン
そうぞう はっ き

プリ」です。このイベントでは創造力を発揮して出場者
しょうかい せい はっ き げき

の紹介動画を作成したり、協和性を発揮してクラスで劇
ひ ろう なみ き たが

を披露したりします。並木中生は生徒が互いにリスペク
かんきょう かがや なみ き きず

トし合える環境をつくり、誰もが輝ける並木中を築いて
にしざわこと ね しば た さ き

います。 （９年　西澤琴音、柴田紗希）

代表者が話し合った「いじめ防止フォーラム」

ぼう し

　「いじめ防止フォーラム」は、生徒の主体的な取り
かっせい か

組みをより活性化させるとともに、他者を思いやり、
ねら

良好な人間関係づくりを築くことを狙いとした活動で
とら

す。今回はいじめ問題を自分事として捉え、どのよう
とうろん じっ し

に向き合うのか、代表者による討論を実施し、学校全
しんけん

体で真剣に考えました。
とうろん のぞ

　私たちは「きれいごとのない話し合いにしたい」と考え、討論に臨み
の しんけん

ました。私は体験談を交えた意見を述べました。他の代表者からも真剣
なっとく とうろん

に考えた意見が交わされ、みんなが納得できる討論になりました。
むずか

　フォーラムを通してわかったことは「いじめを完全になくすことは難
けいぞくてき

しい」でした。しかし、継続的なものにしないことはできます。一人一
とら

人がいじめを自分事と捉え、どのように向きあうか考えることで、全員
い ごこ ち あさ り ゆ い

が居心地のよい学校をめざしていけると思います。（８年　浅利柚衣）
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